
11 壱岐市議会だより　2011年第31号

一 般 質 問
瀬
戸
口
和
幸 

議
員

Q 

防
災
計
画
の
見
直
し

　

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
災
害
予
測
図
）
を
作
成
し

住
民
に
周
知
し
、
併
せ
て
防

災
避
難
訓
練
を
す
べ
き
。
知

識
上
の
防
災
教
育
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
る
。

　

玄
海
原
発
に
約
30
㎞
と
近

く
、
そ
の
間
に
は
遮
蔽
す
る

物
は
な
い
。

　

壱
岐
市
の
特
殊
性
を
勘
案

し
、
市
内
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト（
放
射
能
数
値
を
自

動
観
測
す
る
設
備
）を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
不
測
の
事

態
が
発
生
し
た
時
に
放
射
性

物
質
の
飛
散
に
よ
る
住
民
の

島
外
避
難
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、
輸
送
手
段
等
の
避
難

要
領
を
県
の
防
災
計
画
で
取

り
上
げ
て
も
ら
い
、
市
の
同

計
画
で
も

そ
の
手

順
・
要
領

等
を
マ
ニ

ュ
ア
ル
化

し
て
お
く

べ
き
。

　

放
射
性

物
質
の
被

爆
は
時
間

と
の
勝
負

な
の
で
、

緊
急
避
難

が
必
要
と

な
る
。

A 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
準
備
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
成

準
備
を
し
て
お
り
、
出
来
上

が
り
次
第
全
戸
に
配
布
し
、

避
難
場
所
、
避
難
経
路
等
を

確
認
し
た
後
、
訓
練
に
よ
る

実
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、

被
害
の
軽
減
に
繋
げ
た
い
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
壱
岐
市
へ
の
設

置
を
強
く
要
請
す
る
。

　

県
防
災
計
画
は
平
成
24
年

度
の
早
い
時
期
に
見
直
さ
れ
、

市
防
災
計
画
は
県
の
計
画
に

沿
っ
て
策
定
す
る
事
と
な
る
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
住
民
の

島
外
避
難
要
領
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
対
策
協
議
会
に
要
望

し
、
県
の
地
域
防
災
計
画
に

取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
市
の

同
計
画
で
具
体
的
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
た
い
。

モニタリングポスト

９月定例会　採決状況（全員一致以外のもの） ○・・・賛成　　×・・・反対

議案名番号
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菊
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瀬
戸
口
和
幸

牧
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恭
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果

26 × × × × × ○ × × × × × ○ × × ○ ○ × ○ ○ 6 13 認定しない

市山　繁議員は議長のため採決には入りません。

　

県
で
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
を
壱
岐

に
も
設
置
す
る
事
が

決
ま
っ
た
よ
。

決
ま
っ
た
よ

決

た

お 知 ら せ
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一 般 質 問

豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 

壱
岐
市
史
の
増
刊
を

　

旧
町
の
町
史
発
刊
後
増
刊

の
次
期
取
り
組
み
を
。

A 

作
成
の
方
向
で
望
む

 

市
長

　

発
刊
時
期
は
明
言
で
き
な

い
が
、作
成
に
向
け
て
記
録
を

取
っ
て
い
く
。

Q 

離
島
振
興
法
の
存
続

①
免
税
軽
油
制
度
の
廃
止
に

伴
う
離
振
法
で
の
確
立
を
。

②
国
土
保
全
策
と
し
て
、
外

国
人
土
地
取
得
に
制
限
を
法

制
化
す
べ
き
。

A 
国
に
強
く
望
む

 

市
長

①
軽
油
に
限
ら
ず
、
離
島
に

お
け
る
全
油
種
の
免
税
措
置

を
創
設
す
る
よ
う
、
国
に
強

く
要
望
し
て
い
く
。

②
国
が
検
討
作
業
を
始
め
た
。

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
機

会
あ
る
ご
と

に
強
く
訴
え

て
い
く
。

Q 
一
次
産
業

の
担
い
手

対
策

①
６
月
１
日
、

認
定
漁
業
者

制
度
要
綱
が

施
行
さ
れ
て

い
る
。
周
知

方
法
と
現
況

の
受
付
件
数

は
。

②
繁
殖
牛
８

千
頭
達
成
の
具
体
策
は
。

③
県
家
畜
導
入
事
業
の
見
直

し
を
図
る
べ
き
。

A 

各
制
度
の
活
用
を

 

市
長

①
市
報
掲
載
及
び
各
漁
協
か

ら
組
合
員
に
向
け
周
知
。
12

名
程
度
の
受
付
。

②
関
係
機
関
か
ら
の
要
望
に

よ
り
、補
助
を
行
う
。

③
平
成
22
年
度
は
100
頭
の
導

入
計
画
に
対
し
て
59
頭
の
実

績
。
決
し
て
低
い
補
助
率
で

は
な
い
の
で
、ぜ
ひ
活
用
さ
れ

た
い
。

Q 
加
入
率
ア
ッ
プ
は
公
共

施
設
が
率
先
す
べ
き

　

教
育
施
設
の
下
水
道
へ
の

加
入
状
況
と
改
善
実
態
は
。

A 

充
分
に
進
ん
で
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

　

市
内
小･

中
学
校
全
て
が

下
水
道
に
は
接
続
し
て
お
ら

ず
、
浄
化
槽
施
設
に
取
り
込

ん
で
い
る
。
未
整
備
が
プ
ー

ル
・
体
育
館
等
の
14
ヶ
所
あ

り
、
年
次
的
に
整
備
を
進
め

る
。

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

見
直
せ
、
市
航
路

対
策
協
議
会 

　

離
島
に
と
っ
て
交
通
ア
ク

セ
ス
は
死
活
問
題
で
あ
る
。

航
路
対
策
協
議
会
の
あ
り
方

や
委
員
構
成
を
早
急
に
見
直

す
べ
き
。

①
現
協
議
会
は
、
年
２
回
の

九
州
郵
船
の
ダ
イ
ヤ
・
運
賃

改
定
の
報
告
会
が
主
で
あ
ま

り
機
能
し
て
お
ら
ず
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
課
題
等
も
っ
と

協
議
す
べ
き
。
九
州
郵
船
に

は
協
議
会
内
で
事
前
協
議
し
、

文
書
で
要
望
し
て
は
。

②
福
岡
便
等
空
路
も
協
議
す

べ
き
。

③
法
定
協
議
会
で
あ
る
壱
岐

対
馬
航
路
活
性
化
協
議
会
と

の
位
置
づ
け
は
。

④
各
船
・
空
路
と
の
共
同
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
支
援
実
施
を
。

 
 

A 

現
状
を
打
破
し
た
い

 

市
長

①
航
路
対
策
協

議
会
の
現
状
を

打
破
す
る
必
要

性
を
感
じ
、
年

４
回
の
定
例
協

議
会
を
提
案
し

て
い
る
。

②
機
材
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
福
岡
便

復
活
を
強
く
要

望
し
て
い
る
。

③
平
成
25
年
ま

で
の
時
限
立
法

の
壱
岐
対
馬
航
路
活
性
化
協

議
会
と
壱
岐
市
航
路
対
策
協

議
会
と
の
直
接
の
関
係
は
無

い
が
、
航
路
に
関
し
て
は
一

体
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

④
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
航

路
対
策
協
議
会
、
九
州
郵
船
、

Ｏ
Ｒ
Ｃ
、
そ
し
て
対
馬
市
と

協
議
・
研
究
を
し
て
い
く
。

Q 

市
長
附
属
機
関
の

機
能
発
揮
を

①
様
々
な
計
画
策
定
の
た
め

64
の
附
属
機
関
を
設
置
し
て

い
る
が
、策
定
後
の
進
捗
確
認

や
評
価
等
に
も
活
用
す
べ
き
。

今
後
の
委
員
選
定
は
民
間
人
、

特
に
若
者
を
多
数
起
用
す
べ

き
。

②
休
止
状
態
の
地
域
審
議
会

の
今
後
の
活
用
は
。

A 
達
成
す
べ
く
活
動
中

 

市
長

①
委
員
の
選
任
は
民
間
人
が

多
数
で
あ
る
。

②
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
念
頭
に
、
新
た
な
行
政
区

制
度
等
へ
の
役
割
移
行
を
考

え
て
い
る
。

第１次産業の担い手

島民の航路アクセスを確立
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一 般 質 問

呼
子　
　

好 

議
員

Q 

特
養
ホ
ー
ム
見
直
し

①
平
成
24
年
３
月
完
成
を
目

指
し
て
い
た
が
、
震
災
発
生

で
計
画
変
更
さ
れ
た
。
完
成

は
い
つ
。

②
市
特
養
に
50
人
、
民
間
に

80
人
の
入
所
待
機
者
が
い
る

が
増
床
計
画
は
。

③
２
ヶ
所
分
散
で
特
養
ホ
ー

ム
建
設
地
は
鯨
伏
地
区
か
。

民
間
と
の
協
議
は
。

A 

答
申
を
待
つ

 

市
長

①
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介

護
保
険
事
業
計
画
作
成
委
員

会
で
協
議
を
行
い
、
平
成
24

年
２
月
頃
議
会
に
報
告
、
市

特
養
は
25
年
度
着
工
・
完
成

を
目
指
し
た
い
。

②
福
祉
施
設
等
整
備
検
討
委

員
会
の
答
申
を
尊
重
す
る
。

③
鯨
伏
地
区
か
ら
の
要
望
と
、

検
討
委
員
会
の
意
見
を
調
整

し
決
定
す
る
。

Q 

雇
用
の
創
出

①
一
次
産
業
の
振
興
で
雇
用

の
確
保
を
。

②
栽
培
・
養
殖
漁
業
の
振
興

で
雇
用
対
策
を
。

③
壱
岐
ブ
ラ
ン
ド
の
加
工
技

術
の
開
発
に
よ
る
雇

用
の
確
保
を
。

A 
若
者
の
雇
用

を
推
進　

市
長

①
施
設
園
芸
、
肉
用

牛
経
営
等
の
担
い
手

及
び
生
産
性
の
高
い

特
定
農
業
団
体
法
人

等
の
育
成
を
推
進
す

る
こ
と
が
、
雇
用
の

確
保
に
つ
な
が
る
。

②
マ
グ
ロ
・
ヒ
ラ
ス
・
ト
ラ

フ
グ
・
昆
布
・
イ
ワ
ガ
キ
等

の
栽
培
・
養
殖
に
雇
用
が
生

ま
れ
て
い
る
。

③
低
価
格
魚
を
活
用
し
た
生

ハ
ム
、
ブ
リ
の
味
噌
漬
け
等

新
加
工
品
開
発
に
取
り
組
み
、

多
く
の
若
者
の
雇
用
に
努
め

る
。Q 

肉
用
牛
の
増
頭
対
策

①
壱
岐
牛
の
振
興
は
壱
岐
の

経
済
活
性
化
に
繋
が
る
。
飼

育
戸
数
・
飼
育
頭
数
の
減
少

対
策
は
。

②
優
良
牛
の
系
統
更
新
、
市

場
性
の
高
い
子
牛
生
産
対
策

は
。

③
肉
用
牛
緊
急
対
策
事
業
の

増
額
、
市
内
導
入
、
自
家
保

留
牛
増
頭
も
認
め
る
こ
と
。

A 

８
万
円
の
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
壱
岐
牛
は
第
一
次
産
業
の

柱
、
今
回
補
正
予
算
に
助
成

措
置
を
計
上
。

②
県
外
導
入
牛
に
対
し
８
万

円
の
助
成
を
す
る
。
農
協
も

５
万
円
計
画
さ
れ
て
い
る
。

③
市
内
購
入
、
自
家
保
留
牛

も
助
成
対
象
と
す
る
。

10月の子牛セリ市の様子

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
活
動

　

７
月
上
旬
に
壱
岐
か
ら
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
活
動

を
行
っ
た
が
、
そ
の
成
果
と

今
後
の
支
援
方
針
を
問
う
。

A 

復
興
支
援
は
継
続
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

　

被
災
者
の
方
か
ら
お
礼
の

手
紙
を
頂
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
実
現
は
良
か
っ
た
と

実
感
し
て
い
る
。
報
告
会
を

実
施
し
て
二
陣
・
三
陣
を
募

り
た
い
。

Q 

大
切
な
命
と
海
を
守
れ

　

今
夏
、
市
内
海
水
浴
場
で

痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
た
。

　

壱
岐
の
海
は
観
光
資
源
と

し
て
重
要
で
あ
る
。
海
水
浴

場
の
事
故
防
止
対
策
を
早
急

に
構
築
す
べ
き
で
あ
る
が
、

来
季
へ
向
け
た
関
係
者
と
の

協
議
は
。

A 
早
急
に
取
り
組
む

 

市
長

　

壱
岐
に
と
っ

て
夏
場
の
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
は
、

観
光
客
誘
致
の

た
め
欠
か
せ
な

い
。
関
連
団
体

等
含
め
て
、
事

故
防
止
に
取
り

組
ん
で
行
く
。

Q 
癒
し
の
島
を

確
立
せ
よ

　

癒
し
の
島
を

目
指
す
の
な
ら

福
祉
施
設
の
充
実
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

①
障
害
者
等
駐
車
場
の
普
及

の
た
め
、
県
が
進
め
て
い
る

※
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
健

常
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る

努
力
を
。

②
文
化
ホ
ー
ル
等
、
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
に
洋
式
を
増
や

し
、
高
齢
者
等
が
利
用
し
や

す
い
施
設
と
し
て
順
次
取
り

組
む
べ
き
。

A 
実
施
に
向
け
努
力
す
る

 

市
長

①
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
の
活
用
の
た
め
啓
発
活

動
を
実
施
し
、
博
物
館
駐
車

場
に
も
制
度
を
取
り
入
れ
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

②
36
ヶ
所
の
社
会
教
育
施
設

と
４
ヶ
所
の
文
化
財
施
設
で

の
洋
式
ト
イ
レ
は
約
22
％
。

今
後
、
改
修
実
施
へ
向
け
努

力
し
た
い
。

市役所本庁玄関前のパーキングパーミット

※
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

　

公
共
施
設
等
の
身
障
者
専
用
駐
車

場
を
利
用
す
る
身
障
者
・
高
齢
者
・

妊
婦
、
怪
我
人
な
ど
に
駐
車
利
用

証
を
発
行
し
、
車
内
に
掲
示
し
て

専
用
駐
車
場
の
正
規
の
利
用
者
で

あ
る
事
を
示
す
も
の
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音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

①
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

つ
い
て
、
自
己
評
価
で
き
る

こ
と
、
反
省
す
べ
き
こ
と
、

今
後
の
課
題
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
の
３
分
類
で
た
ず
ね

る
。

②
本
市
振
興
の
た
め
如
何
な

る
行
政
推
進
の
戦
略
的
取
り

組
み
を
し
た
か
。

③
民
間
経
営
的
な
発
想
を
取

り
入
れ
た
市
政
が
必
要
と
考

え
る
が
市
長
の
見
解
を
質
す
。

地
方
分
権
化
へ
の
変
革
の
中
、

行
政
の
理
想
的
な
姿
に
つ
い

て
の
見
解
。

④
離
島
民
の
実
態
が
反
映
さ

れ
る
離
島
振
興
法
の
改
正
を

望
む
。

⑤
市
民
病
院
の
透
析
施
設
の

拡
充
と
夜
間
透
析
の
受
入
を

求
め
る
陳

情
が
１
万

１
千
728
名

の
署
名
を

添
付
し
提

出
さ
れ
た

が
、
一
向

に
実
現
し

な
い
。
命

と
生
活
を

守
る
た
め

早
期
実
現

を
。

A  
す
べ
て
は
壱
岐
の
た
め

 

市
長

①
病
院
改
革
は
、
独
立
行
政

法
人
化
を
目
指
し
た
が
出
来

な
か
っ
た
。
今
後
も
医
師
確

保
に
努
力
す
る
。

　

ゴ
ミ
処
分
計
画
に
つ
い
て
、

当
初
計
画
よ
り
約
34
億
円
圧

縮
で
き
た
。

　

平
成
31
年
度
に
は
交
付
税

が
21
億
円
減
と
な
る
。
そ
の

た
め
行
財
政
改
革
、
起
債
の

繰
上
償
還
等
考
え
て
い
る
。

②
認
定
漁
業
者
制
度
の
創
設

等
の
取
り
組
み
。
光
ケ
ー
ブ

ル
で
壱
岐
全
域
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
で
き
る
。
こ
れ
が
壱

岐
の
将
来
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

③
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

④
国
境
離
島
と
し
て
の
援
助

や
航
路
の
Ｊ
Ｒ
並
運
賃
等
を

主
張
す
る
。

⑤
専
門
医
の
安
定
的
か
つ
継

続
的
確
保
の
目
途
が
立
っ
て

初
め
て
議
論
で
き
る
も
の
と

思
う
。

８月19日の離島振興法の制定を求める総決起大会

町
田　

正
一 

議
員

Q 

病
院
改
革
に
つ
い
て

①
か
た
ば
る
病
院
の
廃
院
と

市
民
病
院
と
の
統
合
で
の
財

政
上
・
運
営
上
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

②
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
言
う
経

営
形
態
の
見
直
し
を
含
む
病

院
改
革
と
は
別
物
で
あ
る
と

考
え
る
が
。

A 

医
師
確
保
で
悩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
デ
メ
リ
ッ
ト
は
建
設
費
の

補
助
金
５
千
300
万
円
の
返
還
。

精
神
病
床
廃
止
で
５
千
100
万

円
減
少
。
か
た
ば
る
病
院
廃

止
で
３
千
900
万
円
減
少
。
市

民
病
院
改
修
費
に
５
千
万
円

程
度
が
か
か
る
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
単
年
度

で
人
件
費
・
委
託
費
の
５
千

500
万
円
、
精
神
病
床
削
減
後

も
４
千
900
万
円
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
。　

②
改
革
の
第
一
歩
だ
と
は
思

わ
な
い
。
し
か
し
市
が
２
つ

の
病
院
を
持
つ
こ
と
は
困
難
。

Q 
行
財
政
改
革

に
つ
い
て

①
公
務
員
法
で
は

給
与
表
は
地
域
の

状
況
を
考
え
て
条

例
で
制
定
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

平
成
26
年
度
か
ら

交
付
税
が
減
少
す

る
中
で
、
市
独
自

の
給
与
表
を
作
成

す
べ
き
で
は
。

②
合
併
効
果
は
市

民
の
実
感
と
し
て

無
く
、
む
し
ろ
行

政
と
の
距
離
が
で
き
て
い
る
。

地
域
担
当
の
専
任
職
員
を
配

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A 

改
革
は
進
行
中

 

市
長

①
私
の
任
期
中
、
総
人
件
費

を
５
億
３
千
万
円
カ
ッ
ト
で

き
る
。
経
常
収
支
比
率
も
90

％
か
ら
80
％
へ
改
善
。
市
独

自
の
給
与
表
は
考
え
な
い
。

②
現
状
で
は
配
置
で
き
な
い
。

Q 

相
次
ぐ
職
員
の
不
祥
事

①
郷
ノ
浦
本
庁
舎
の
火
災
は

民
法
上
の
責
任
は
な
く
て
も

組
合
執
行
部
と
賠
償
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
す
べ
き
。

②
市
教
委
の
職
員
不
祥
事
に

つ
い
て
ト
ッ
プ
と
し
て
教
育

長
の
処
分
は
。

A 

統
率
は
取
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
民
法
上
、
組
合
側
に
賠
償

責
任
は
無
い
が
、
職
員
組
合

と
話
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長

②
私
の
処
分
は
訓
告
。
教
育

委
員
会
職
員
の
統
率
は
取
れ

て
い
る
。

市民病院４階病棟

一 般 質 問




